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状追加

状追加

番号 資 料 名 年 代 差出人・請取人 形態 数量

1 (先度ノホウセラレ候コト…)(木 建長 4.3.15 愚禿親驚 -常陸国明教御房 状

版)

2 御印書(法衣免許)(墨印アリ) 正保 5.1. 5 下問少進法眼 -相州ニ浦野比村 11 

(花押) 利山

3 (右伍代之相承之旨・・・) 寛文 3.11.27 玄挙 -仏子 11 

4 定(神社法度)一、諸社之祢宣… グ 5.7.11 11 

5 燦々(一、僧俗之依鉢…、端裏書寺 グ 5.7.11 大和守、美濃寺 11 

院下知状写) 豊後守、雅楽頭

6 一札(網代乗物の使用状況〉 明和 6.11.29 京都西六条本願寺・浦賀御奉行所 11 

末相州=崎町最福寺

7 一札(城ケ島の筈屋台山は寛永12年 グ 6.12. 相州三崎町最福寺・ 11 11 

より当寺が支配)

8 乍恐以書付申上候(城ケ島筈屋台山 ( 11) 6. 11 

御尋ねにつき)

9 御表具之事(信設院様御影表装) 寛政 6.3.15 冨島頼母武温 -相模国三浦郡 11 

最福寺永隆

10 証文〈留主居壱人差しおくに付御届 文政10.6 西之浜村中惣代 -三崎西之町最福寺 11 

け〉 六郎兵衛外

11 覚(永代内陣御冥加金百八十両落手〉 天保 2.6. 築地御坊御用 -三崎最福寺永照 11 

掛り間宮典膳

12 江戸千駄ヶ谷順正寺住大厳書付 グ 4. 11 

13 覚(茅の代金勘定に付) が 11.3.18 秋谷村市兵衛 -三崎堀内西福寺 11 

14 (最福寺弟子恵応の自剃万免状) 弘化 4.1.15 取次池永大隈介 11 

15 覚(日光御入用等経費書き上げ) (嘉永)6. 2. 11 

16 (内陣御改御免許判鑑)取頭自慶院 安政 4.3.21 輪番所 -ニ崎町最福寺 11 

ニ位永寛

17 勘定書〈後欠) グ 4.3. 後輪番所 -ニ崎町最福寺 11 

間宮半十郎

18 覚(手間人、飯料、木代の明細) (安政 3.)12.21 大工忠兵衛 -西福寺 11 

19 (大遠忌執行に付11--12日朝までの 万延 2.2. 11 

入用書付)

20 覚(本堂再興料の内金五両請取り) (慶応 3.)12.18 仏師 -最福寺世話役 11 

三崎永助 -湊大三郎

21 御触書写(鳴物停止) 6.13 名主木村伝右衛門・最福寺大井様 11 

22 (西ノ浜沖の溺死人十三回忌につい 7. 寺社所 -最福寺 11 

て)

23 当流門人之中可存知次第(木版〉 蓮如上人 -常楽台蓮覚法印 11 

(蓮如上人御筆の写)

24 長坂せんけん山差図 11 

25 (最福寺内の本堂外建物・寺地・借 (明治 4.) 11 

貸地家明細)
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状追加

番号 資 料 名 年 代 差出人・請取人 形態 数量

26 (最福寺都合四反六畝廿ニ歩の内除 (明治 4.) 状

地、年貢地の由緒取調べ書)元禄10

年当地に移転

27 (年貢地反別八畝の内観音堂・地蔵 (// 4.) 4. 最福寺永寛 11 

堂開口書上)

28 (最正寺、観流寺両寺の寺号免許年 (/1  4.) 11 

月日書上げ)

29 (年貢地反別八畝内の堂宇調べ) (/1  4.) 4. 最福寺永寛外年寄7 11 

30 (今般御詠歌うちむかふ…) 明治 5.1. 執事所 -三浦郡三崎 11 

最福寺永覚

31 任命状 グ 6.6. 5 東本願寺住職 -最福寺住職 11 

(教導職十二級試補申付候事) 大教正大谷光勝 士族桑田永覚

32 手紙 グ 14.4. 4 閣照前住鏡寛遠 -最福前住桑田賢算 11 

33 手紙(信順記二冊郵送のところ、あ が 16.6. 2 水原寛遠 -永覚法将 11 

い届けられ)

34 手紙(本月九日御認の書翰…〉 グ 18.4. 7 江州犬上郡 -ニ崎町最福寺 11 

高宮駅、水原 桑田永覚

35 山林寄付証(コピー) グ 19.3. 1 三崎西野町 -最福寺檀家 11 

桑田永寛 惣代神田金兵衛

36 輔教申付(辞令) グ 23.11.22 本願寺 -得業永覚 11 

37-1 書状(安居講開延につき) グ 25.3. 1 教学科 -桑田永覚 11 

37-2 書状(旅行中の件〉 グ 38.8.19 林茂美 -桑田雲閣 11 

37-3 不退院建碑寄付ニ関スル要項 グ 39.11. 11 3 

37-4 書状(永超死去の件) グ 40.3.20 清谷松枝 -三崎町 11 

桑田雲閣

37-5 書状(永超死去の件) グ 40. 山梨県南都留郡 -三崎最福寺 11 

瑞穂村遠山正導

37-6 書状(お願い状) 2.27 三さき母より -麻布みさ 11 

37-7 書状(永超君の言卜報の件につき) 3.19 東京築地 -ニ崎町最福寺 11 

寺沢定因 桑田伯父、伯母

37-8 書状(永超死去の新聞記事につき〉 3.21 下総銚子町 -ニ崎町 11 

清水松枝 桑田雲閣

37-9 書状(永超の件につき〉 3.26 福井県吉田郡 -ニ崎町西野 11 

森田村光臨寺 最福寺

37-10 書状(亡父の件につき〉 6.28 高津八十助 -最福寺 11 

37-11 書状(近況のしらせ) 10. 9 三崎母より -麻布みさ 11 

37-12 書状(重患に'躍り以来…) 11. 7 井上 -桑田みさ子 11 

37-13 書状(故得聞和上建碑の件) 11.24 綴喜乗海 -ー崎町 11 

桑田永寛

37-14 書状(城ケ島歎願書記事について〉 脇坂健次郎 -桑田雲閣 11 

37-15 日本赤十字社定款・条例 11 2 

38 改名願(桑田教麿改メ永超) グ 26.5.26 最福寺住職 -ニ浦郡長 11 

桑田永寛 小川茂周
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状追加

番号 資 料 名 年 代 差出人・請取人 形態 数量

39 記(石油 ・ツケギ ・酒・正油代金の 明治 (28)4. 7 伊勢清 -最福寺 状

請求)

40 手紙(学年試業結果の報告)封共 グ 33.3.14 京都市本願寺 -三崎町西野 11 2 

文学察教務係 桑田永覚

41 証文奥書 グ 33.8.20 最福寺住職 -城ケ島村 11 

桑田永寛・永照 青木平左衛門

42 (地方裁判所公判延にて無罪放免、 グ 36.11.18 仏教大学= -三崎町最福寺 11 

十七日出〉 桑田永超

43 手紙(学業等の近況報告)封筒共 グ 36.12.5 東京芝仏教大学内・ 11 11 

桑田永超

44 手紙(学業と学資の使途を詳細に報 グ 37.2. 4 在清岸寺方 -三浦郡三崎町字 11 

告)封共 桑田永超 西野最福寺

45 手紙 グ 37.6. 3 三崎町西野 -東京府下大崎村 11 

桑田永超 清岸寺方桑田雲閣

46 (最福寺境内建物明細書上〉 グ 37.10. 最福寺住職 -執行御中 11 

桑田永寛外

47 任命状(該寺住職申付け) 11 43. 4.16 真宗本願寺所管 .=崎町最福寺 11 

衆徒桑田雲閣

48 准菓援四等(辞令〉 大正10.5.28 本願寺執事所 -東京教区三浦南 11 

組長桑田雲閣

49 手紙(本派本願寺門跡継承者昭一様 グ 12.1.18 東京小石川原町 -三崎郡三崎町 11 2 

城ケ島等訪問の礼状〉 島地大等 最福寺

50 明如上人三十二回忌法要御香儀受納 昭和10.6.11 本山財務部 -東京教区ニ浦南組 11 

証(金二円十銭) 最福寺

51 (今次の事件に遭遇した家庭のため グ 11.7. 三崎町各宗共和会 11 

に、北方裁判所〈顕書提出(印刷物))

52 大隆丸捜索願(新聞記事) グ 12.2.13 東京朝日新聞 11 

神奈川版

53 昭和16年度現在 グ 16.5.20 11 

最福寺資産台帳(有価証券の部)

54 最福寺資産台帳(土地の部) グ 16.5.20 11 3 

(江戸時代からの収得が分かる)

55 最福寺境内国有地譲与願及び由緒沿 グ 16.6.20 真宗本願寺派 -大蔵大臣 11 

革誌(写) 管長伯爵大谷光照河田烈

56 人物考査書(桑田利康) グ 19.8.21 神奈川県横須賀 11 

商業学校

57 正座一等許状(正座一等を授与ス) 11 23. 3.15 宗務総局 -東京教区ニ浦南組 11 

最福寺家従

桑田尚教

58 (金壱万円進納御礼) グ 34.10.27 内事部大谷家 -最福寺 11 

59 地籍誤謬訂正申請につき隣地境界承 グ 34. 三崎町西野 -運輸大臣 11 2 

認願 最福寺

60 (人事信用録へ掲載に付)(封共) グ 36.6.24 日本探偵社 11 2 

(東京都新宿区)
』ー

-175-



状追加

番号 資 料 名 年 代 差出人・請取人 形態 数量

61 通知書(地番変更) 昭和40.4. 1 横浜地方法務局 -桑田尚寛 状

三崎出張所書記

宮藤野重雄

62 (がけくずれによる災害防止対策に // 43. 7. 6 綴

対し御援助願い上書)

63 門徒総代届 グ 44.7.24 最福寺住職 -東京教区 // 

桑田尚寛 教務所長総局

64 印鑑証明書 // 44. 8. 8 三浦市長 -重田良夫 // 

木村昭

65 当山地所寄付証に関する明細理白書 グ 45. 門徒総代 // 

星野仙松、重田良夫外

66 境界埋立同意書 グ 50.3.17 境界同意者 -最福寺代表役員 // 

出口正一 桑田尚寛門徒総代

67 財産処理由書(納骨堂建立のため〉 // 50. 3.23 宗教法人最福寺外 状

68 地積測量図(ニ浦市三崎五丁目) グ 54.7.14 申請人最福寺 綴 2 

代表役員桑田尚寛

69 宗教法人最福寺議決書 グ 54.12.5 最福寺代表役員 // 

(当山所有地先の固有地払下げの件〉 桑田尚寛外

70 承認書(家屋と庫裡の修復に付〉 // 55. 5.17 最福寺責任役員 // 

小林政春・門徒総代湊

71 (慶賛ニ法要役員(参与)委嘱依頼〉 // 57. 1.26 築地別院輪番 -住職各位 // 

芝原郷章

72 同意書 最福寺責任役員 // 

(最福寺所有の城ケ島の土地代値上 鈴木宗太郎、

げの件〉 門徒総代湊豊次郎

73 土地地積訂正申告書 最福寺 // 

74 十二月法要予定表 // // 

75 市道付替願 昭和期 西浜区長山田久治・ニ浦市長 // 

土地所有者 木村昭

桑田尚寛

76 覚(一会目~九会固まで控卜金リスト〉 3.22 諸磯村子方連中 -ー崎町最福寺 // 

77 請取書(御老院様の消息について) 8. 8 湊彦三郎 -最福寺御当院 状

封共

78 最福寺境内敷地・建物平面図 ニ浦郡三崎町 // 2 

西野字中ノ町

79 私領取高諸磯分(壱反ニ付上5斗2 // 

升の中五斗下4斗8升)

80 最福寺宛証文の連名 吉三郎外9 -最福寺 // 

81 証文奥書(諸磯村名主徳左衛門) // 

(前欠)

82 証文宛名(原村名主惣右衛門)(前 // 

欠)

83 手紙(訪問し、ご馳走になったお礼 6. 7 清水 -西福寺 // 

状)

-176-



状追加

番号 資 料 名 年 代 差出人 ・請取人 形態 数量

84 (京都への御礼と付届、当地の付届 輪番所出役 -最福寺 状

リスト明細)(後欠) 堤源吾

85 (最福寺持地等書上) 11 

86 (往生要集等書籍リスト〉 11 

87 漢詩(初至浦賀港舟中…) 雪山宗寛 11 

88 (夢の世に夢ならぬ世の行末を…) 釈了融和尚 11 

89 (遠公与我在皇都・・.) 東海精拝具 -右送 11 

永覚上人之浪華

90 (乗しん房の上られ候)(本版)(前 2. 5 親鴛御書判 -東国の男女念仏 11 

欠〉 門人、御中へ申

91 (勧学司教…)(前・後欠) 11 

92 (書状の封紙)(中味なし) 江戸築地御坊 -相州三浦郡最福寺 11 

輪番所

93 城ノ台畑手形寄進証文包紙 11 

94 手紙(法衣代金等精算の件) 1.28 永超 -御両親様 11 

95 手紙(知人の就職について紹介)封
並 2. 7 東京府下大崎村 -御姉上様 11 

清岸寺方桑田永超

96 手紙(金三十円入用に付) 2.27 永超 -御父様 11 

97 手紙(突然清国開放使を命ぜられ) 7.15 京都油小路 -吉田、荒井、笹本 11 

淳風館内桑田永超各位

98 仏師惣〆高術跡勘定(金六十六両余) 卯 10.27 湊本家加賀屋 11 

吉三郎立会

99 (別紙建碑ノ儀宜ク願上候…〉 11.24 綴喜乗海 -桑田永寛法兄獅座下 11 

100 手紙(近況報告)封共 相州三崎桑田母より・東京麻布林木町 11 2 

桑田美佐

101 手紙〈学資金二円送金、家内近況報 11 

告)

102 (渋谷赤十字病院へ入院の事) 23 永超 -御両親様 11 

103 和歌(よし風大徳、よりやしせし筆を…) 11 

104 手紙(年の暮なる日吉郷のたらちめ 11 

のもとにいたり)

105 漢詩(永寛老上人西遊後五七日詣平 11 

山作)

106 (本日五時頃当港入船町紀の国屋久 東京市ヶ谷薬王子町 11 

五郎方ニ一泊) 峰栄寺老人

107 (浄国従来無暑寒積功累徳・・・) 11 

108 (ツラツラ世間ノ転変ヲ観ズレノヘ 11 2 
裏傷ノ涙袖ニアマリ)

109 (御領主様江御伺被為遊古来より有 11 

来り…)

(草庵取払いの件)(前 ・後欠)

110 (職有して着る是仏物耕さずして食 11 

ふ…)(前・後欠)
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状追加・資料 1

番号 資 料 名 年 代 差出人・請取人 形態 数量

111 (畑証文包紙)諸磯村地蔵之前 状

112 (包紙檀紙) 権僧正 -権律師永俊御房 // 

113 (包紙) 下問少進 -相州最福寺 // 

冨嶋頼母

114 (包紙) 清水谷中納言 -最福寺 // 

115 (懸紙) 築地御房 -ニ崎町 // 

真言寺、円成寺 最福寺

116 (懸紙) 下問刊部郷法橋 -ニ浦郡=崎最福寺 // 

永照門徒中

117 白銀五枚の包紙 // 

118 白銀十枚の包紙 // 

119 懸紙(得業御免書) // 

120 懸紙(梅厳高照から贈呈された石卯 梅巌高照 // 

一頼)

121 (封紙) 清水谷殿御内 -ニ崎最福寺様 // 

津田玄番 御内観流寺

122 (包紙)(一行物御染筆、常楽台御 // 

連枝〉

123 (包紙) (度牒) // 

124 (包紙) (証子) 染羽清右衛門 // 

125 (包紙) (証子)七郎左衛門へ預け // 

126 春日詠ニ首(元皇、歳暮、年内立春) // 

前総持俊峯和歌

127 結納目録 // 

128 結納もく録(九品)(江戸期〉 // 

129 結納もく録(五品〉 // 

130 結納目録 10吉祥 真光寺 // 

131 最福寺住職外関係者写真 // 

132 絵入り神奈川県測候所しおり // 

133 恵心僧都筆の阿弥陀寺如来の絵葉書 // 

134 (包紙)(御冠、大和錦) // 

135 御焼香(袋)家伝秘方 京都六条御番 // 

具所元享堂

136 (お手のし) // 

137 消息往来(習字の手本〉 // 

138 差許状(黒袈裟等着用) 明治26.5.16 本願寺執行所 -ニ崎町、最福寺 // 

衆従桑田教麿

139 差許状(黒袈裟等着用) グ 40.9.16 // -一崎町、最福寺 // 

桑田雲閣

資料 1

干礼賛偶(齢
l冊 I1 I 
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資料 1、資料2

番号 資 料 名 年 代 差出人・請取人 形態 数量

2 宗名一件 江戸期 冊

(京都本願寺出身の諸国の門徒、浄

土真宗と唱えるにつき願い)

3 本堂欄外両余間ノ畳替入周知 明治23.10.23 最福寺 横

4 御直諭 グ 37.9.23 冊

(日露戦争に際し挙国一致あるべし)

5 本堂再建現金受入帳 大正 3.3. 横

6 本堂再建御有志寄進帳 // 3. 9. 三崎町 冊

最福寺執事

7 明如上人像(写真) 昭和10.4.10 京都角田八束 状

8 萩山道場要覧(旧称巴利文化学院) グ 18.8. 財団法人 冊

仏教圏教会

9 蓮如上人六百凪忌法要懇志芳名簿 グ 23.1. 本山 // 

10 三浦市白石町、=崎町五丁目実測図 グ 23.---50. 状 33 

11 感謝状(宗門興隆に尽力) グ 30.4. 3 本派本願寺 -桑田まさお // 

12 表彰状(功労) グ 33.5.30 築地別院 . // // 

13 弔辞(桑田永超君逝く) グ 40.4. 7 脇坂健次郎 冊

14 伝統奉造法要負担金及び本堂修復事 グ 54.9.20 最福寺住職 -門信徒各位 綴 8 

業に関する決算報告について 世話人一同

15 最福寺境内工事関係書類 グ 54.---62. 状 1括

16 本如上人裁断 寅11. 本如御判 // 

(法義相続に付、祖師雪駄綱相伝方々〉

17 四月から十一月迄の法要予定表 綴

18 最福寺住職衣装写真 三浦三崎 状

永塚写真館

19 伏乞画 辛未晩夏 土屋覚 綴

20 暗諦要{局篇 冊

21 (門徒ノ組頭一覧) 江戸期 横

資料2

城ケ島火災見舞寄附簿 昭和11.12.6 冊

2 横須賀税務署控書現金出納簿 グ 24.4 // 

3 最福寺修繕費領収書 // 44. 9.12 世話人会 // 

4 死体火葬許可証 グ 46.4.21 ニ浦市長 状

5 宗教法人最福寺不動産が賃貸する物

件の表示 グ 47.3. 綴

6 (最福寺関係諸税・領収証類) グ 47--- 状

綴 1括

7 墓籍簿 // 47. 墓地管理者 冊

8 宗教法人最福寺不動産目録 // 48. 4. 1 // 

9 宗教法人最福寺備付表簿、現金出納 グ 48. 綴

簿
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資料2、資料3、越知澄海子に托す書状

番号 資 料 名 年 代 差出人・請取人 形態 数量

10 登記申請書 昭和49.5.18 綴 2 

11 登記済証 が 57.7.26 // 

12 各種領収証 状 1括

資料3

拓本(銘文「日本医薬祖神五僚殻13.) 鴨粛亀田興拝 状

書広群鶴刻

2 手拓(大和国十市郡俵本村藤森屋茂 壬申 6.15 大根屋小右衛門書 // 2 

八行年五十九才)

3 御詠歌(短冊)釈教伝えこし我大谷… 光津 // 89 

封共

4 (美人画〉 栄達絵 // 

5 書(百季勾事寄空華) // 

6 和歌 // 9 

7 書(一点帰心県落日) 辛西善書為 // 

永覚謹兄書

8 書(粒ニ皆是檀指滴ニ…)(印刷〉 // 

9-1 (漢詩・書) // 31 

9-2 漢詩 // 

9-3 漢詩・書・和歌等 // 

10 折本 // 

11 断簡(前欠・後欠〉 // 

越知澄海子に托す書状

書状(論衡編謄写依頼の件) 明治16.8.29 水原慈音 -桑田永覚 状

2 (論衡篇下巻誤写の訂正文) // 

3 書状(論衡篇の礼金について) グ 12.9 // . // // 

4 書状(永超の病が快方に向う) グ 23.3.11 // . // // 

5 書状(維文政丁亥吾井三十六徴砕輔 23.10. // . // // 

法門云々)

6 書状(水原殿の推挙云々) グ 24.4. 3 若狭国ニ方郡 . // // 

興道寺村妙寿寺

7 書状(当地十九日四百余戸焼失、尊 グ 24.12.25 水原慈音 . // // 

院は如何、火事見舞)

8 書状(後生助け給へ弁について) グ 25.6.10 // . // // 

9 書状( // について、一 グ 25.8.27 // . // // 

大事等〉

10 書状(漢詩) グ 26.4.20 // . // // 

11 書状(永覚の孫永超の入学の件につ グ 28.2.10 // . // // 

いて)

12 書状(永超の学業について) グ 28.2.27 // . // // 

13 書状(月報の件、京都新報購読の件) 大正 4.18 // . // // 
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越知澄海子に托す書状

番号 資 料 名 年 代 差出人・請取人 形態 数量

14 書状(教科書について一、二年生の 大正 2.17 水原慈音 -桑田永覚 状

テキスト)

15 書状(老父の件につき、付老父詩) 11 2.23 11 . 11 11 2 

16 書状(老父も本年七十八才ニ相成云々) 11 3. 6 11 . 11 11 

17 書状(永覚の父・死去につき) グ 4.8 豊田口秀 -桑田御兄上 11 

18 書状(先般送った論衡編中に誤写が 11 5.23 水原慈音 -桑田永覚 11 

あった)

19 書状(返事に対する返書) 11 7.22 11 . 11 11 

20 11 (満講の直諭の件について) グ 10.13 . 11 11 

21 水原慈音の書状の封紙 11 3 
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